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委託業務 仕様書 

 

1. 件名： 林野庁補助事業「令和３年度 途上国森林ナレッジ活用促進事業」 

ナレッジ活用実証調査 

2. 業務実施期間： 委託契約締結日～令和５年３月１６日（木） 

 

3. 業務委託内容 

委託先は以下の業務を実施してください。 

 

１）実証調査準備・情報整理 

（１）現地協力者との調整など、実証調査に係る準備調整等をします。 

（２）事業の運営委員会にて調査計画を発表し、有識者より助言等をもらいます。 

（３）渡航計画等を共有し、JIFPRO の調査同行について担当者と調整します。

（同行の時期は相談の上決定します） 

（４）以下の情報を収集・整理し、調査計画を精査したり、報告書のまとめなど

に活用します。 

⚫ 「課題」（A）とその背景に係る情報 

➢ 対象とする森林資源のバリューチェーンに係る情報等（利用・保全の現

状・傾向、ステークホルダー、コスト、ニーズ、海外の消費・利用、法

制度、政策、批准条約、等） 

➢ 新型コロナウイルス（以下、感染症と記す）が対象資源や関係者・地域

住民に及ぼすマイナス・プラスの影響（流行前後と最近の変化） 

➢ その他、課題解決・改善に役立つと思われる情報等 

 

⚫ 日本にある「ナレッジ」(B)に係る情報 

個別のナレッジ情報は、事業の Webページ ChiePro＊（ちえプロ）向け

に整理してまとめます。（＊https://jifpro.or.jp/chiepro/） 

 

⚫ 「目標」（C）達成に係る要素 

目標 C達成に向けた活動のリスク分析等を行い、対処方針を検討します。

（目標 C は、課題 A にナレッジ B を活用して目指す、対象途上国が森林

資源を持続的に活用して住民の生計向上に資する取組（課題が対処され

た状態）を指します）。 

 

https://jifpro.or.jp/chiepro/
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２）実証調査 

（１）運営委員会や JIFPROの助言も踏まえて、精査した計画を実行します。追

加の助言などが有る場合はそれも踏まえて活動を継続します。 

（２）JIFPROが同行する調査は、適宜連携・協力をします。 

（３）感染症流行による対象資源、森林保全や関係者への影響（流行前後の違い、

最近の変化）を調べ、整理・記録します。 

 

３）業務の中間報告 

（１）活動状況、途中成果、問題等を整理して業務の進捗状況を JIFPROに報告

し、助言を得ます。 

（２）ChiePro 用の個別のナレッジ情報の初稿原稿を提出します。（掲載に向け

JIFPROと内容を調整します） 

（３）運営委員会に出席して途中成果などを発表し、助言を得ます。 

 

４）業務報告書の作成 

（１）ナレッジ活用実証調査の結果、課題がどのように改善・対処された状態に

なったのか、その他の成果、分析、活動や収集情報などをまとめ、期日ま

でに提出します。（様式・項目は JIFPROから提供します） 

（２）以下の点に留意します。 

① 引用文は引用元、図・表の出典元を明記します 

② 第三者の著作物等を使用する場合は、事前に相手に「公開予定の報告

書に掲載する」旨説明し、利用許諾を取得します 

（３）提出後も修正等の指示がある場合は従います。 

 

５）運営委員会への報告 

運営委員会に出席し、業務成果等を発表します。（資料は JIFPRO の指示に従っ

て用意します） 

 

６）公開セミナー発表 

JIFPRO が主催するセミナーに出席し、一般参加者向けに実証調査について発表

をします。事前に、広報印刷用に高解像度の写真を提供します。 

※セミナーと最後の委員会の開催順序は変更になる場合があります 

  



仕様書（別添資料）：ナレッジ活用実証調査 R3-1 

3 

 

７）その他 

⚫ 委員会やセミナーの日程調整に迅速に回答してください。 

⚫ 各種行事にむけて事前に内容を調整する場合がありますので、協力して

ください。 

 

4. 業務の進行管理 

委託先は、本業務の具体的内容及び実施方法について、調査の進捗状況や現地事

情の変化に応じて柔軟に対応します。調査の進捗状況については、JIFPRO の求

めに応じて逐次詳細に報告を行います。調査の実施にあたっては。JIFPRO と協

議の上、方針・内容を決定し、その指示に従って業務を遂行します。重篤な問題

等が発生した際は、速やかに JIFPROへ連絡します。 

 

5. 成果品・提出物 

⚫ 提出物と期限 

１）委員会発表資料（PPT） 7 月、10 月、令和 5 年 3 月頃（当日の１週間前） 

２）中間報告書（Word）     10月 12日(水) 

３）Webページ用ナレッジ個票（Word）       同上 

４）業務報告書（Word＊）と作成物＊＊  令和 5年 1月 19日（木） 

＊検査完了後、PDF版と簡易製本１部を納品 

＊＊マニュアル、パンフレット、教材、動画等を作成した場合、併せて納品 

５）高解像度写真データ（300dpi程度）*＊*  令和 5年 1月 

*＊*チラシ、報告書の表紙、パネル等に使用。現地の人との活動、対象森林

資源、ナレッジ等に係る写真を複数提出。 

６）セミナー発表資料（PPT）    令和 5年 2月上旬頃 

※ なお、JIFPROは成果を無償で活用でき、原則として公開できるものとしま

す。 

 

⚫ 提出先 

➢ Eメールで電子ファイルを担当チームへ送付 

➢ 印刷物等は、JIFPROの事務所迄： 

〒112-0004 東京都文京区後楽 1-7-12 林友ビル５階 

（公財）国際緑化推進センター ナレッジ成果品担当あて 


